
学校法人暁学園 暁幼稚園  

                                             評価日  ２０２５年３月５日 

２０２４年度自己評価結果および施設関係者評価 

 

１ 本園の教育目標・教育方針・めざす子ども像 

 

 

１）教育目標・教育方針 

 

「人間たれ」の学園綱領のもと、子どもの目線に立って「子どもを軸に、子どもの目の高さで、子ども

を子どもらしく、のびのびと育てる」ことを教育方針とし、１人ひとりが持つ個性や能力を尊重し、調和

のとれた人間としての基礎を築くことを教育目標に掲げている。 

 

２）めざす子ども像 

①明るく笑顔で挨拶する子ども 

②自分の思いや考えを表そうとする子ども 

③体を動かすことを好み、しなやかに使いこなす子ども 

④自分のやりたいことがあって遊びに熱中する子ども 

⑤自ら挑み、めあてを持って最後までやり遂げようとする子ども 

⑥周りのようすを感じ取り、仲間を認めて一緒に取り組む子ども 

 

３）教育方針 

 

楽しい幼稚園  ⇒ 愉しい幼稚園へ   ～自ら動き出す子どもを育てる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【楽しい】 

・周りの大人に決めてもらう、準備し

てもらうなど、与えられた枠の中で

楽しむ 

・活動そのものは楽しい。しかし、子

どもの思いや気づきが反映されにく

い 

・受け身的な楽しさ 

・はじめは、「楽しい」をたくさん経

験して、少しずつ「愉しい」へ変化

することが理想的 

 

 

【愉しい】 

・子どもが自然や友達、身の回りの出来事

に関心を持ち、「やってみたい」「確かめ

てみたい」と動き出す 

・自らの力で発見する・感動する・成功する

・なかまと一緒に協力する・伝え合う愉し

さを体感することができる 

・能動的な愉しさ 

・非認知能力が育まれる 

・自尊感情が育まれる 

 



 

２ 本年度の重点計画 

 

①主体的な「遊び」の中にある「学び」の場を通して、非認知能力を育てる 

   子どもたちが、遊びの中でいろいろな体験をし、「やってみたい」「遊んでみたい」「確かめてみた

い」など、自分から関わっていこうとする気持ちを大切にし、豊かな感性や思考力、判断力、コミュニ

ケーション力、社会性、粘り強く頑張ろうとする力などを育む。 

 

②行事や集団遊びを通して、なかまづくりを推進する 

   一つひとつの行事を単なるイベントとしてとらえるのではなく、子どもの大切な成長の場としてとら

え、最後まで頑張ってよかったという達成感や満足感を味わわせ、自尊感情を育む。 

 

③自然との触れ合いや体験活動を大切にした教育を推進する 

   自然に恵まれた園庭を利用して、四季折々の変化を五感を通して感じとり、身の回りの自然を使

った活動を充実させる。また、栽培活動、焼き芋体験、音楽鑑賞、ネイティブによる英語活動など、

本物を見・聞き・体験し、興味を持ち、積極的に関わり、その楽しさや魅力を感じ取る機会を大切に

していく。 

 

④運動遊びを推進強化する 

    鉄棒や雲梯、マット、跳び箱、ボールなどの運動用具を活用し、共感遊びを軸とした運動遊びに 

力を入れる。 

 

 

３ 自己評価 

 

①主体的な「遊び」の中にある「学び」の場を通して、非認知能力を育てる 

 

「遊びこそ学び」をモットーに、子どもたちが遊びと主体的に関わり、しっかりと遊び込むことで、子

どもたちの非認知能力を高めようと考え実践を行ってきた。非認知能力とは、テストなどの数値では

測ることが難しいとされる能力で、自分の目標に向かって最後まで粘り強く頑張ろうとする力や人と

関わる力(社会性)、表現する力、コミュニケーション力、自分に自信を持つことができる自尊感情な

ど、子どもたちがこれからの社会を生き抜くために必要とされる力と考える。 

そのために、保育者は、「今、子どもたちは、どのようなことに興味を持ち、何がしたいのか」「子ど

もたちの遊びがもっと愉しくなるために、どのような場を設定すればよいのか」「子どもと子どもを繋げ

るために、どのような活動を仕組んでいけばよいのか」「子どもたちが自分たちの力で壁を乗り越え

ていくためには、どのような支援・声掛けをしていけばよいのか」などについて、職員間で話し合いな

がら教育活動を進めてきた。 

その結果、子どもたちは、実際に体を動かし様々な体験をしながら、自分たちの遊びを自分たち

で工夫して遊ぶことができるようになってきた。また、遊びの中で、一人では乗り越えられないような

壁にぶつかった時でも、子どもたちがアイデアを出し合い、協力してなんとか解決していこうとする

姿が見られるようになってきた。そして、このような過程の中で、自分の気持ちを友達や教師にうまく



伝えられるようになり、コミュニケーション力、社会性も育ってきている。これらは、これからの社会を

生き抜いていく子どもたちにとって、とても大切な力であり、引き続きしっかり身につけていきたい。 

 

 

②行事や集団遊びを通して、なかまづくりを推進する 

 

今年度から、園でも平常の生活を取り戻すことができるようになってきたため、全ての行事に取り

組むことができ、子どもたち同士の繋がりも深まった。とくに、それぞれの学年で取り組んだ劇づくり

では、話の内容やイメージをクラスみんなで共有するためにお互いの考えや思いを出し合ったり、

役作りについてのアイデアを出し合ったりする場を繰り返し設けた。その結果、「クラスみんなで劇を

成功させたい」という気持ちが醸成され、全員で力を合わせて取り組むことができた。また、保護者

の方々に子どもたちの頑張っている姿を参観していただき認めていただいたことで、子どもたちも達

成感を味わうことができ、一人ひとりの成長に繋げることができた。 

その他に、年間を通して取り組んできた「挨拶」については、教師だけでなく友達同士でも、自分

から気持ちのよい挨拶をする子どもが多く見られるようになった。ただ、挨拶の言葉は、「おはようご

ざいます」「さようなら」だけではなく、他にもいろいろな言葉があるので、それらについてもいろいろ

な機会をとらえて引き続き指導していきたい。また、園全体で取り組んでいる「ふわふわ言葉」「ちく

ちく言葉」についても、ほとんどの子どもが意識しながら話ができるようになり、集団遊びの場でも、

友達を応援して元気づけたり、泣いている子がいると近寄って話を聞いたりする姿が見られるように

なってきた。 

 

 

③自然との触れ合いや体験活動を大切にした教育を推進する 

 

・園庭や園外保育でのセミやトンボなどの虫捕りや、ドングリや落ち葉拾い、焼き芋などの体験を通 

して自然に興味を持つことができた。 

・年長組の田植えや園庭での泥んこ遊び、砂遊び、川づくりなどの体験から、五感を通してたくさん 

のことを発見することができた。 

・年長組の夏合宿では、三重県民の森での昆虫採集、湯の山ロッジでの花火大会、また、学年ごと 

の園外保育など、自然と大いに触れ合うことができた。 

・田畑やプランターでの栽培活動を積極的に行い、自分たちが作った野菜を食べることで収穫の喜 

びや命の大切さなどを感じることができた。また、毎日の水やりや草取りなど当番活動に取り組むこ 

とで自主性が育った。 

 

 

 

④運動遊びを強化する 

 

鉄棒や雲梯、トランポリンなど遊具を使っての運動遊びは、子どもたちの日常的な活動となってお

り十分に活用され効果も見られた。こおり鬼やしっぽとり鬼など各種の鬼ごっこやなわとび、ドッジボ

ールなどの運動遊びを、クラス単位で実施したり、自由時間に子どもたちだけで行ったり、クローバ

ーにおいて異学年で行ったりして、基礎的な運動能力を身につけるよう取り組んだ。また、年長組向



け預かり保育において、サッカーを中心に基礎的な運動を取り入れたスポーツ教室を開催し、多く

の子どもたちが意欲的に参加することができた。 

夏季休業中には、三重大学教育学部准教授の加納岳拓先生を招聘し、「子どもたちの体幹を鍛

える運動遊び」について全職員対象に実技研修を行っていただき、２学期からの指導に活かすこと

ができた。 

本園の実践している運動遊びは、単に運動技能や体力の向上を目的とするだけでなく、友達と

力を合わせたり互いの頑張りを認め合ったりする経験を積み重ねることで、自己肯定感や粘り強さ、

協同性や社会性を育み、非認知能力を高めることも目的としており、成果を上げることができた。 

 

 

４ 施設関係者評価（ＰＴＡ評価委員会より） 

 

【園の教育活動に対して】 

〇入園以来毎日楽しく通わせていただいた。自然いっぱいの環境の中でのびのびと育てていただき

ながらも、幼児期に身につけなければならない礼儀や知識、感性、人との関わり方等を、日々のカ

リキュラムの中で教えていただけたことに感謝している。 

〇家ではなかなかさせてやれない体験をたくさんさせてもらっていてありがたい。夏合宿など先生方

は本当に大変だったと思いますが、子どもたちはとても心に残るよい思い出となったと感じた。これ

からも自然だけでなくいろいろなものに触れる・いろいろな人に出会う機会を大切にして、子どもた

ちにたくさんの感動を与えてあげて欲しい。 

〇園の教育方針である「のびのびと遊ばせる」ことは、幼児期の子どもたちにとってとても大切なこと

だと思う。また、運動会や劇発表などの行事への取り組みを子どもたちの大切な成長の機会ととら

えて、子どもたちと先生とでしっかりと話しながら進めてもらっている。子どもたちにとって少々緊張

したりストレスになったりすることもあるが、自分なりに気持ちをコントロールできるようになってきた。

これも子どもが大きく成長していくために大切な力になっていくと思うし、集団生活の中でしか学ぶ

ことができないことだと思う。 

〇「冬の集い」や「春の集い」で子どもたちの劇を観せてもらった。どの子もとても頑張っていた。１クラ

ス３０分ほどの劇、よくあんなに台詞が覚えられたと感心した。大人でも難しいと思った。子どもたち

と担任の先生とで１か月以上かけて劇づくりに取り組んだ様子をクラスだよりで知らせてもらった。

先生が、とても丁寧に指導してくださったことがよく分かった。子どもも家で楽しそうに劇の話をして

くれた。成長が感じられてうれしかった。 

〇子どもを中心に据えて行事がなされていることに感動した。とくに運動会の係の仕事や劇発表で

の演技を観ていると、一人ひとりが自分の役割をしっかりと果たし、みんなで協力してやり遂げたと

いう実感、達成感が子どもたちを成長させていると感じた。先生方の思いや各行事に込められた

願い、子ども一人ひとりに対する細やかな配慮など、なかなかアピールしにくく、育てていただいた

者にしか分からないこともあるが、そういった面を何らかの形で発信できるとよいと思う。 

〇他の幼稚園では、いろいろな行事にＰＴＡ役員が関わることがあると聞いている。暁幼稚園では一

つ一つの行事を子どもが成長するための大切な機会ととらえ、子どもたちと先生とで創り上げてい

る。先生方はとても大変でご苦労されることも多いと思うが、園の方針に共感する。子どもの成長に

大きくつながると確信している。 



〇３学期になってこま回しを一生懸命練習している。はじめは全くできなかったが、家でも練習をして

やっとできるようになった。初めて回すことができたときは、本人も喜んだが応援してくれた周りの友

達も一緒に喜んでくれたそうだ。クラスの温かい雰囲気を感じることができたし、本人も自信を持つ

ことができた。 

〇幼稚園の雰囲気がとてもよいと感じている。わが子は途中から転入してきたが、以前の幼稚園では、

子どもの人数が多く、手がかからない子は放っておかれがちになっていた。暁幼稚園に来てからは、

先生方が一人ひとりの子に丁寧に関わってくださり、励まし自信をつけてくださるので、子どもが目

に見えて変わってきた。今までは失敗することを恐れて自信がない遊びには参加しようとしなかった

が、今ではいろいろなことに自ら意欲的に参加するようになり、できたという達成感を味わうことで次

へのステップへと繋がっているようだ。わが子の成長を実感できてうれしい。 

〇幼稚園の規模、人数がちょうどよいと感じている。支援員さんも含め担任ではないたくさんの先生

方もわが子の名前を知っている。園に子どもを安心して通わせることができる。初めて親から離れ

て社会生活を経験する幼児期の子どもは不安もあると思うが、先生方が温かく見守りながら子ども

との信頼関係を築いてくださっているので、子どもが自分らしさを出すことができているようだ。 

〇入園前にいくつかの幼稚園を観て回って暁幼稚園に決めた。子どもたちがのびのびとしていて、

広い園庭で先生と楽しそうに遊んでいた。実際に通わせてみて、幼稚園が子どもにとって安心で

きる場所になっていると感じている。その安心感が「なにかやってみようかな」「チャレンジしてみよ

うかな」というやる気に繋がっているようで、親としてはうれしい。 

〇園が保護者の要望、相談に耳を傾け、真摯に向き合ってくれているのがよく分かる。また、絵本の

部屋を作ったり預かり保育を充実させたりするなど、常に園をよくしていこうとする姿勢が保護者に

も伝わってきて、安心して子どもを任せられると思っている。 

〇子どもの送迎時などに、先生に悩み相談をすることがある。先生方は、どんな時でもたくさん話を

聴いてくださり保護者の気持ちに寄り添いながら解決方法を示してくださる。また、話をしていると、

先生方がいつも子どもの様子を丁寧に観てくださっているのがよく分かり心強かった。いつも子ど

ものことを考えてくれて、親として安心して任せることができとても感謝している。 

〇子ども本人が、幼稚園が好きで、友達や先生のことが大好きと言っている。３年間恵まれた環境の

中で育てていただいたと感じている。 

〇人権教育や性教育の学びは、できるだけ早い時期からがよいと言われているが、各家庭で個別に

やるのはなかなか難しい。園の中で友達と一緒に学び、それぞれの考えを共有することでより学び

が深まっていくと思う。１回で終わらず、何度か繰り返し学びの機会があり、通信やプリント、宿題な

どをいただき、それをきっかけにして家庭でも親子で話し合えたことがとてもよかった。 

〇暁中高校の生徒たちや先生とのイベント、暁小学校との交流など、暁のつながりを実感できる関り

があることで、子どもたちは先の見通しを持つことができる。上級生たちが優しく接してくださるので、

子どもたちもとても喜んでいる。我が子も「自分が大きくなったら、幼稚園の子に優しくしてあげたい」

と言っている。 

〇総合学園としての強みを活かし、小学校・中学校・高校・大学との交流によって、ふだんあまり経験

できないようなことをさせてもらっている。いろいろな人と関わることは、子どもたちの将来にとっても

大切なことだと思う。 

〇「親子で陶芸教室」「お茶会」「音楽コンサート」「家庭教育講座の講演会」など、新しい取り組みが

なされている。親子で楽しむ会や保護者同士が繋がる会など、これからも企画してほしいい。 



【PTA役員を経験しての感想】 

〇自分(親)もＰＴＡ役員になって行事（クリスマスコンサートやお茶会）にも参加させてもらい、子ども

たちの様子を観ることができてよかった。 

 〇今までバス停までの往復だけで、他の保護者の方と関わる機会が少なかった。ＰＴＡ役員になり、

子どもたちの行事に一緒に参加させてもらったり、講演会に行かせてもらったりする中で、いろい

ろな保護者の方とコミュニケーションをとらせてもらうようになり、自分(親)も成長したように思う。 

 〇PTA 活動が保護者に負担にならないように考えられている。年３回の役員会も内容が工夫されて

いて、子どもたちの活動の様子を観せてもらったり、他の役員の方と情報交換したりして学ぶこと

ができメリットのほうが多かった。 

 

【園への要望】 

〇今月の歌などがそれぞれの学年で決まっていたら通信などで教えて欲しい。子どもと一緒に家で

も歌ってみたいと思う。 

〇感染症(インフルエンザ、新型コロナウイルス、マイコプラズマなど)が園で流行り始めたら、できるだ

け早く知らせて欲しい。子どもが発熱等で受診した時、病院で聞かれることが多いし、流行っている

ことを伝えると検査をしてもらえることが多い。 

〇夏合宿では、子どもたちの様子をタイムリーに知らせてもらったので、親も安心することができた。

今もインスタグラムで園の様子を知らせてもらっているが、できれば、保護者向けのページを作って

もらって、子どもたちの様子をタイムリーに知らせてもらえると、親子の会話が弾むと思う。 

〇暁小学校の学校説明会では、英語教育や言語教育のことを教えていただいたが、もう少し具体的

な授業内容や 3年生から使う副教材、ICTの授業、行事(運動会のマーチングバンド、キャンプや修

学旅行など)、放課後の預かりなどについても教えて欲しい。 

 

 

５ 評価委員会を受けて 

 

〇今年度も、園の教育方針として「対話」を大切にしながら、自らいろいろなことに最後まであきらめ

ずにチャレンジしていって欲しいという教師の願いのもと、教育活動を行ってきた。その結果、子

どもたちは様々な活動に自ら主体的に取り組み、なかまとともに最後までやり遂げた時の心地よ

さ・達成感を味わうことができ、１年間で大きく成長することができた。また、保護者との対話も大切

にすることで園と家庭との信頼関係が構築され、子どもたちのよりよい成長に繋がったと考える。こ

れからも様々な場面で対話を重視した教育活動を行っていきたい。 

〇自然豊かな園庭で、虫捕り、木の実や落ち葉拾い、焼き芋、砂遊び、泥んこ遊び、水遊びなど思

いきり活動させたり、田植えから稲刈り・脱穀・おにぎりパーティの一連の米作りやその他の栽培

活動などを行ったりして多くの自然に主体的に関わらせることで、一人ひとりの驚きや発見を認め

合い、感受性豊かな子どもに育てていくことに引き続き取り組んでいく。 

〇年長組は、年少・年中組の子どもたちの世話をしたり、最高学年として園の行事に自覚をもって

参加したりすることができ、大きく成長した姿が見られた。とくに運動会では、自分たちの競技だけ

ではなく、すべての係の仕事を年長組の園児たちが行うため、難しいことも多いがその分達成感

も大きい。これからも成功体験を繰り返しながら子どもたちの力を伸ばしていきたい。 



〇劇発表では、お互いの考えを伝え合うことで「みんなで劇を成功させよう」とする気持ちが高まり、

なかまとしての結びつきが強まった。練習を進めていく中で、うまくいかずに悩んだこと、友達と意

見が対立してしまったことなどもあったが、お互いの思いを伝え合うことで相手の気持ちを分かろ

うとする態度が培われた。これからも、一人ひとりの子どもに丁寧に向き合い、子どもたちが安心し

て自分の考えや気持ちを表現することができるような場を繰り返し作っていく。そして、お互いを

認め合い高め合える関係づくりを構築することで、自尊感情や自己肯定感を育んでいきたい。 

〇本園の特色の一つである少人数教育をこれからも継続し、子どもたちの安全・安心を確保しなが

ら、子どもたちが笑顔で生き生きと生活できる幼稚園にするため、常に全職員で情報交換をしな

がら組織的に指導改善を行っていく。また、保護者の皆様と幼稚園がお互いに理解し合い、同じ

方向性を持って教育活動が進められるよう、情報交換の機会を大切に、開かれた幼稚園づくりを

目指していく。 

 

【園への要望について】 

〇クラスだよりで、その時期に歌っている歌を紹介するようにしていく。 

〇感染症が流行り出す傾向が見られたときは、今まで以上に早めにバスキャッチメールでお知らせ 

する。 

〇現在のホームページは昨年度リニューアルし学園全体で管理されており、保護者向けのページ 

は開設されていない。４月からは、今まで以上にタイムリーにインスタグラムやバスキャッチのメー 

ルを使用して、園の活動の様子を発信していくようにしたい。 

〇暁小学校の説明会については、小学校の行事、ならびにその他の教育活動の様子が保護者の 

皆様にわかりやすくなるよう、小学校と相談しながら進めていく。 

 

 


